
維
摩
経
義
疏
に
見
え
る
外
教

に
つ
い
て

渡

部

孝

順

仏
教
、

即
ち
内
教
の
注
釈
書
に
論
語
や
老
子
等
の
外
教
を
引
用
す
る

こ
と
は
支
那
仏
教
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
1
)
(
2
)
(
3
)
(
4
)

例
え
ば

吉
蔵

の
勝
髪
宝
窟

に

「
漢
書
」
「
世
俗
」
「外
書
」
「
俗
書
」

(
5
)
 
(
6
)

「外
書
」

「
世
俗
」
等
の
語
を
用
い
て
六
処
位
見
え
る
。

吉
蔵
の
場
合
、
仏
教
と
同
説
、
或

い
は
仏
教
理
解
の
た
め
の
補
助
的

役
割
、

そ
し
て
亦
、
外
教
よ
り
は
仏
教

の
方
が
勝
れ
て
を
る
事
を
説
く

等
、

い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

 

(
7
)
 

ニ

リ

こ
れ
と
は
逆
に
、
智
顎

の
維
摩
経
玄
疏

に
は

「未
代
時
在
二
師
子
身

ノ

ヘ
リ

ト

内
轟
法
師
禅
師
一云
下
荘
老
教
与
二仏
教
二

種
上
」
と
、
外
教
を
仏
教
と

同
じ
よ
う
に
取
り
扱
う
法
師
、
禅
師
を
仏
教
界
に
於
け
る
師
子
身
中
の

贔
と
ま
で
極
言
す
る
教
家
も
お
っ
た
。

聖
徳
太
子
の
場
合
に
は
維
摩
経
義
疏
に
外
教
を
引
用
す
る
こ
と
次
の

如
く
計
九
回
引
用
さ
れ
て
い
る
。

 

(
8
)
 

ク

(
9
)

ノ
 

ク

即
ち
、
仏
国
品
に

「
外
論
云
と
論
語
、
弟
子
品
に

「外
老
子
亦
云
」

(
1
0
)
 

ク
 

(
1
1
)
 

ノ

と
老
子
、
問
疾
品
に

「
外
論
云
」
と
論
語
、
菩
薩
行
品
に

「外
老
子
亦

(
1
2
)
 ニ

ク
 

(
1
3
)
 

(
1
4
)

 
ノ

ノ

ク

云
」
と
老
子
、
「
又
書
云
」
と
尚
書
、
「
百
行
云
」
、
「外
老
云
」
と
老
子
、

 

ニ

ク
 

(
1
6
)
 

ノ

ニ

ク

「春
秋
伝
日
」
、
「
外
論
云
」
と
計
九
回
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
1
7
)

次
に
引
用
文
で
は
な

い
が
、
菩
薩
品

に

「天
下
事
品
」
、
問
疾
品
に

 

(
1
9
)

「
天
下
道
理
」
、
亦
、
法
華
義
疏
安
楽
行
品
に

「
天
下
萬
行
」

と
、
外

教
が
好
ん
で
用
い
た

「
天
下
」
と
い
う
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
三
回
に

及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
聖
徳
太
子
は
内
教
、
外
教

の
問
題
に
つ
い
て

「内
外
異
な

る
と
錐
も
、
必
ず
、
そ
の
言
乖
か
ざ
る
也
」
と
、
人
の
道
、
即
ち
精
神

向
上
の
た
め
に
は
内
教
も
外
教
も
異
な
る
と
こ
ろ
は
無

い
で
あ
ろ
う
と

云
う
態
度
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
仏
教
以
外
の
、
所
謂
外
教
は
国
家
社
会
に
於
け
る

一
般
の

平
和
安
泰
に
繋
が
る
教
え
で
あ
り
、
謂
は
ば
、

世
間
法
、
即
ち
王
法
に

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

内
教
、
即
ち
仏
教
は

一
人

一
人
の
人
間
の
解
脱
に
属
す
る
教
え
で
あ

り
、
特
定
の
国
家
社
会
を
超
越
し
た
人
類

へ
の
教
え
で
あ
る
。

維
摩
経
義
疏
に
見
え
る
外
教

に

つ
い
て

(
渡
 

部
)
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維
摩
経
義
疏
に
見
え
る
外
教
に
つ
い
て

(渡

部
)

太
子
が
十
七
条
憲
法
の
第
二
条

「
篤
敬
三
宝
」
中
に
説
か
れ
て
お
っ

た

「
四
生
之
終
帰
、

万
国
之
極
宗
」
と
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
へ
の

教
え
、
謂

は
ば
出
世
間
法
、
即
ち
、
教
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

世
間
法
で
あ
る
王
法
は
現
実
社
会

の
法
で
あ
り
、
教
法
は
理
想
社
会

の
教
え
で
あ

っ
て
、
王
法
の
上
に
許
さ
る
べ
き
範
囲
内
の
教
法
を
採
用

す
る
と
云
う
賢
明
さ
を
求
め
ら
れ
る
の
が
皇
帝
菩
薩

の
在
り
方
と
云
う

も
の
で
あ
ろ
う
。

梁
の
武
帝
は
伝
統
的
支
那
文
化
で
あ
る
五
経
博
士
を
お
き
、
孔
子
廟

を
祭
る
な
ど
、
外
教

に
関
す
る
功
績
は
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の

が
あ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
新
し
く
将
来
し
た
印
度
仏
教
文
化
に
対
し
て
も
、

皇
帝
菩
薩
、
救
世
菩
薩
と
ま
で
称
せ
ら
れ
た
ほ
ど

の
篤
信
者

で
あ

っ

た
。し
か
し
、
武
帝
は
王
法
と
教
法
と
の
板
ば
さ
み
と
な
り
、
後
世
の
歴

史
家
に
仏
法
に
溺
れ
た
皇
帝
と
酷
評
さ
れ
る
生
涯
を
終

っ
た
。
後
世
政

教
分
離
を
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
無
理

か
ら
ぬ

こ
と

で
あ

る
。仏
法
が
国
家
統
治
の
た
め
に
稗
益
す
る
事
を
説
い
た
仏
典
も
屡

々
散

見
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

一
国
の
皇
帝
が
王
法
と
仏
法
と
の
両
輪

を
如
何
に
捌
く
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

聖
徳
太
子
が

「
内
外
殊
な
る
と
難
も
、
必
ず
是
の
言
乖
か
ざ
る
也
」

と
仰
せ
に
な
り
、
三
経
義
疏
の
中
に
外
典
を
引
用
さ
れ
て
お

っ
た
。

引

用

さ

れ

た
外

典

を
、

仏

法

の
中

に

ど

の
よ

う

に
消

化

さ

れ

よ

う

と

な

さ

れ

て

お

っ
た

か
、

更

に

一
歩

突

き

す

す

ん

で
、

外

教

そ

の
も

の
を

も

っ
て
、

直

ち

に
成

仏

道

に

繋

が

る

と

云

う
、

お
考

え

を
持

た

れ

て
お

っ
た

の

で

は

な

か

ら

う

か

と

云

う
、

疑

ひ

さ

へ
浮

か

ん

で
来

る

の

で

あ

る
。却

説
、

今

回

は
維

摩

経

義

疏

の
仏

国

品

と
問

疾

品

と

に
引

用

さ

れ

て

お

っ
た

論

語

の
二

句

に

つ
い

て
記

し

て
見

た

い
。

二

 れ
 
ニ
テ

ク

ニ

ヘ
バ

ハ
レ

ナ
リ

ニ

ニ
ハ
ト

ク

ガ

ノ

モ

「
第
四
間
日
、
既
言
下
土
是
累
法

故
諸
仏

本
無
二
己
土
↓
諸
菩
薩
等

ト

メ

ニ

テ

ヲ

シ
テ

ヲ

ム

ラ

ニ

ガ

ニ

亦
不
占
求
者
、
只
応
下
以
二無
相

一教
訓化

衆
生
一令
占
入
二
仏
道

一
。何
故
猶

ベ
シ

メ
テ

ヲ

ム
ル

セ

ノ

ヲ

ノ

ニ

フ

ル

セ

レ
ト

ス

ニ

勤
二浄
因
一使
レ
得
二
此
累
法
一耶
、
外
論
云
己
所
レ
不
レ
欲
勿
レ施
二於
人
一」

の
問

い
は
十
重
問
答

の
第
四
勧
生
浄
土
章
に
見
え
る
も
の
で
、
国
土
は

修
行

の
妨
げ
と
な
る
煩
悩

の
固
ま
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て

仏
や
八
地
以
上
の
法
身
菩
薩
に
は
己
が
土
と
称

す
る
も
の
は
な
く
、

諸

菩
薩
も
己
が
土
を
求
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

仏
や
八
地
以
上
の
法
身
菩
薩
は
、
唯
、
衆
生

の
国
土
に
応
現
し
、
衆

生
の
た
め
に
無
相
の
理
を
説
き
、
仏
道
に
入
ら
し
む
る
の
が
本
来

の
役

目
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
猶
且

つ
、
衆
生
に
浄
因
を
勧

め
て
累
法
な
る
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
勧
め

る
の
は
可
笑
し
い
。

仏
菩
薩
が
求
め
よ
う
と
も
し
な
か

っ
た
も
の
を
衆
生
に
勧
め
る
の
は

間
違

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
外
教
で
あ
る
論
語
で
さ

へ

「
己
の
欲
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せ
ざ
る
所
は
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」
と
誠
し
め

て
い
る
で
は
な

い
か

と
、
太
子
は
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

(
2
2
)
 

ヒ
テ

ク

リ
ヤ

太
子
が
引
用
さ
れ
た
右
の

一
旬
は
、
論
語
の

「
子
貢
問

日
、
有
下
一

ニ
シ
テ

キ

テ

フ
ル
マ
デ

ヲ

フ

ヲ

ク

レ

カ

ノ

ル

セ

言

而
可
二以
終
レ

身
行

之
者
上
乎
。

子
日
其
恕
乎
。

己
所
レ
不
レ
欲

カ
レ
ト

ス

ニ

勿
レ
施
於
人
こ

な
る

一
文
の
最
後

の
一
句
で
あ
る
。

子
貢
が
、

一
生
涯
に
亘
り
、
行

っ
て
さ
し
つ
か
え
の
な
い
名
言
と
い

う
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
そ
れ
は

「
お
も
ひ

や
り
」
即
ち

「
恕
」
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
今
少
し
、
.具
体

的
に
言
う
な
ら
ば

「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」

と
い

う

一
言
が
、
そ
れ
に
当
嵌
ま
る
で
あ
ろ
う
と
、
孔
子
が
答
え
ら
れ
た
。

ノ

ハ

ル

セ

レ

ス

ニ

孔
子
の
答
え
ら
れ
た

「
己
所
レ不
レ
欲
勿
レ施
二
於
人
こ

の

一
句
は
二

生
涯
、
身
に
行

っ
て
さ
し
つ
か
え
の
な
い
」
名
句
で
あ
る
と
い
う
論
語

を
、
太
子
は
読
ん
で
お
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。

そ
の
名
句
を
、
太
子
は
維
摩
経
義
疏
に
於
け
る
浄
土
往
生
と
い
う
問

題
と
、
無
相
の
理
を
以
て
成
仏
す
る
と
い
う
問
題
と
は
、
仏
道
修
行
者

に
と

っ
て
、
正
し
く

一
生
涯

の
問
題
で
あ
る
所
に
引
用
さ
れ
て
お

っ
た

の
で
あ
る
。

三

 

(
2
3
)
 

テ

ヲ

ム
ト
ハ

ノ

コ
ヲ

ニ

ニ

維
摩
経
義
疏
問
疾
品
に

「『
以
二
己
之
病

一慰
二於
彼
疾
一』
者
、
応
下為

ベ
シ

ク

テ

ヲ

ク
ラ
ベ

ニ

ガ

ス
ラ

ナ
リ

ソ
ヤ

ヲ
ヤ
ト

チ

ニ

説
中
以
レ己
方

レ
人
、
今
我
軽
苦

爾
、
況

乎
三
塗
之
重
苦

哉
加
則
勲

ス

ニ

ニ

ク

ク

ク

ヲ

シ
ト

フ

ミ
チ
ナ
リ
ト

施
レ
人
也
。
外
論
云
、
能
近
取
レ
響
可
レ
謂
二仁
之
方
こ

と
、

太

子
は
再

び
、
論
語
を
引
用
さ
れ
て
の
注
釈
で
あ
る
。

テ

ヲ

ム
ト

ハ

ノ

ヲ

『
以
二己
之
病
一慰
二
於
彼
疾
一』
の

一
句

は
、
文
殊
菩
薩
が
有
疾
の

菩
薩
を
教
化
す
る
に
当
り
、
如
何
な
る
方
法
で
慰
め
喩
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
と
言
う
問

い
に
対
し
、
維
摩
居
士
が
答
え
ら
れ
た
中
の

一
句
で
あ

る
。太
子
は
右
の
。一
句
を
捉
え
、
衆
生
を
教
化

し

よ
う
と
す
る
場
合

に

は
、
我
が
身
の
経
験
し
た
身
近
か
な
立
場
を
以

て
法
を
説
く
べ
き
で
あ

る
。即
ち

『
己
れ
の
病
を
以
て
』
軽
る
い
苦
し
み
で
あ
ろ
う
と
、
餓
鬼
、

畜
生
、
地
獄
の
三
塗

の
重
苦
で
あ
ろ
う
と
、
我
が
身
の
上
の
こ
と
と
し

て

『
彼
の
疾
を
敗
心む
』
と
い
う
親
切
さ
を
以
て
教
え
導
く
と
い
う
、
身

近
な
立
場
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。

ミ
チ

外
教
に
も

「能
く
近
く
響
を
取
る
、
仁
之
方
と
謂
う
べ
し
」
と
教
え

て
い
る
で
は
な
い
か
と
論
語
を
引
用
さ
れ
て
、
太
子
は
強
調
さ
れ
て
い

る
。

 
(
2
4
)
 
ク

モ

シ

ラ
バ

ク

太
子
の
引
用
さ
れ
た
右

の
一
句
は
、
論
語
の

「
子
貢
日
、
如

有
下
博

シ
テ

ヲ

フ
コ
ト

ヲ

キ

フ

ト

ク

ゾ

ト
セ
ン

ヲ

施
二於
民
一而
能
済
壱
衆
何

如
。
可
レ謂
レ
仁
乎
。

子
日
、
何
事
二
於
仁
↓

ズ
ヤ

カ

モ

レ

メ
リ
コ
レ
ヲ

レ

ハ

シ
テ
タ
ン
ト

テ

ヲ

必

也
聖
乎
。
尭
、
舜
其
猶
病
レ
諸
。
夫
仁
者
、
己
欲
レ
立

而
立
レ
人
、
己

シ
テ

セ
ソ
ト

ス

ヲ

ク

ク

ル

ヲ

キ
ノ
ミ

フ

ミ
チ
ト

欲
レ達
而
達
レ
人
。
能
近
取
レ
馨
可
レ
謂
二仁
之
方

一
也
己
」
の
最
後

の

一

句
で
あ
る
。

右
の

一
文
を
諸
橋
博
士
の
講
義
を
参
考
と
し

な
が
ら
述
記
す

れ
ば

「
子
貢
が
、
も
し
、
国
民
全
体
の
た
め
に
政
治
を
執
り
、
生
活
苦
を
救

維
摩
経
義

疏
に
見
え

る
外
教

に

つ
い
て

(
渡

 
部
)
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維
摩
経
義
疏
に
見
え
る
外
教
に
つ
い
て

(渡

部
)

済
す
る
な
ら
ば
仁
者
と
申
す

こ
と
が
出
来
ま
せ
う
か
と
い
う
質
問
に
対

し
、
孔
子

は
、
そ
れ
は
仁
者
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
聖
人
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
い
に
し
え
の
聖
天
子
と
い
わ
れ
た
尭

・
舜
で
さ
え
、
な
か
な
か
出
来

な
い
と
苦

心
さ
れ
て
お

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
、
子
貢
よ
、
な
ん
じ
は

『
仁
』
と
い
う
も
の

を
高
遠
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
仁
は
も
づ
と
身

近
な
所
に
も
あ
る
仁
者
は
自
分
が
身
を
立
て
た
い
、
地
位
に
立
ち
た
い

と
思
う
場
合
に
は
、
ま
つ
以
て
人
の
身
を
立
て
、
人
を
地
位
に
立
て
て

や
る
。
自
分
が
事
に
通
達
し
た
い
、
顕
位
高
官
に
達
し
た
い
と
思
う
場

合
に
は
、
ま
ず
以
て
人
を
事
に
通
達
さ
せ
、
人
を
顕
位
高
官
に
達
せ
し

め
て
や
る
。
ご
く
手
近
か
に
我
が
身
の
上
に
た
と
え
を
取

っ
て
、
自
分

の
心
に
考
え
、
そ
れ
を
推
し
て
人
に
及
ぼ
し
て
行
く
、

こ
れ
が
仁
に
到

達
す
る
方
法
で
あ
る
と
教
え
答
え
ら
れ
た
。
L

博
士
の
講
義
は
更
に

「
近
く
響
を
取
る
と
は
、
例
え
ば
人
の
飢
寒
を

思
い
や
る
時
、
も
し
自
分
た
ち
が
そ
う
で
あ
つ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か

と
、
自
分
の
身
の
上
の
事
と
し
て
考
え
て
行
く

こ
と
で
あ

っ
て
、
い
わ

ゆ
る
恕
の
道
で
あ
る
」
と
補
足
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
子
貢
が
天
下
国
家
と
い
う
高
遠
な
立
場
か
ら
、
仁
と
い
う
も

の
を
考
え
て
い
る
が
、
仁
の
道

と
い
う
も
の
は
、
自
分
が
高
官
に
立
ち

た
い
と
思

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
自
分
が
な
る
前
に
人
を
立
て
て
や
る
。

自
分
が
事

に
通
達
し
た
い
と
望
ん
で
お
る
な
ら
ば
、
自
分
と
同
じ
く
他

の
人
を
事
に
通
達
す
る
よ
う
尽
し
て
や
る
と
い
う
思

い
や
り
を
い
う
の

で
あ

っ
て
、
仁

の
道
は
斯
う
し
た
身
近
か
な
所

に
あ
る
も
の
で
天
下
国

家
と
い
う
高
遠
な
所
に
ば
か
り
あ
る
も
の
で
は

な

い
と

い
う

の
で
あ

る
。そ
れ
と
同
じ
く
、
元
来
、
仏
教

は
高
遠

な
も

の
、
不
可
思
議

な
も

の
、
分
別
を
離
れ
た
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

て
お
っ
た
の
で
あ
る

テ

ヲ

ム

ノ

ヲ

が
、
維
摩
居
士
が

『
以
二
己
之
病
一慰
二於
彼
疾
一
』
と
い
う
身
近
か
な
響

ノ

ニ

ク

を
以
て
説
か
れ
て
お

っ
た

一
句
に
、
太
子

は
心
惹

か
れ
、
「
外
論
云
、

ク

ク

ル

ハ

ヲ

シ
ト

フ

ミ
チ
ナ
リ

能
近
取
レ響
可
レ
謂
二仁
之
方
一」
と
、
論
語
を
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
太
子
は
己
れ
の
病

の
苦
し
み
か
ら
他
人
の
苦
し
み
を
慰
む
と

い
う
身
近
か
な
所
に
菩
薩
の
大
悲

の
尊
さ
が
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て

お
っ
た
。

四

太
子
が
仏
国
品
に
引
用
さ
れ
た

「
己
の
欲
せ
ざ
る
所
、
人
に
施
す
こ

と
勿
れ
」
の

一
句
の
背
景
に
は

「
一
言
に
し
て

以

て
身
を
終

う
る
ま

で
、
之
を
行
う
可
き
者
有
り
や
」

の
一
句
が
あ

っ
た
。

そ
の
替
り
と
し
て
、
太
子
は
維
摩
経
義
疏
に
於

け
る
浄
土
往
生
の
問

題
、
無
相
の
理
を
以
て
成
道
す
る
問
題
等
、
仏
道

修
行
者
に
と

っ
て
は

一
生
涯

の
問
題
が
採
り
挙
げ
ら
れ
て
お

っ
た
。

ミ
チ

次
ぎ
に
、
問
疾
品
に
引
用
さ
れ
た

「能
く
近
く
響
を
取
る
を
仁
之
方

と
謂
う
可
き
の
み
」
の

一
句
の
背
景
に
は

「
己
立
た
ん
欲
し
て
人
を
立
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て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す
L

の
一
句
が
あ
っ
た
。

そ
の
替
り
に
太
子
は

『
己
れ
の
病
を
以

て
彼

の
疾

を
慈
む
』
と
云

う
、
最
も
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
仏
道
が
あ
る
と
云
う
維
摩
居
士
の

一
句

が
採
り
挙
げ
ら
れ
て
お

っ
た
。

即
ち
、
仏
道
は
高
遠
で
は
あ
る
が
、
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と

を
強
調
せ
ん
が
た
め
に
、
外
教
を
引
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば

「
己
れ
の
欲
せ
ざ

る
所
、
人

に
施
す

こ
と
勿

れ
」
の

一
句
を
引
用
さ
れ
た
の
は
、
仏
道
は

一
生
涯

の
問
題
で
あ
る
こ

ミ
チ

と
を

強

調

し
、

「
能

く

近

く

讐

を
取

る

を

仁
之

方

と
謂

う

可

き

の

み
」

の

一
旬

を

引

用

さ

れ

た

の
は
、

仏

道

は
身

近

か

に
あ

る

こ
と

を
、

太

子

は
強

調

さ
れ

て
お

っ
た

も

の
と

思

わ

れ

る
。

附
記

1

大
正
大
蔵
経
第
三
十
七
巻
吉
蔵
撰
勝
壼
宝
窟

三
頁
上
終
三
行

2

〃

三
頁
上
終
四
行

3

〃

二
二
頁
下
四
行

4

〃

二
五
頁
中
終
三
行

5

〃

二
八
頁
中
九
行

6

〃

二
八
頁
下
五
行

7

〃

第
三
八
巻
知
顕
撰
維
摩
経

玄
疏

五
三
〇
頁
中

一
四
行

8

四
天
王
寺
会
本
聖
徳
太
子
撰
維
摩
経
義
疏
巻

上

五
四
頁
終
五
行

9

〃

一
〇
七
頁
終
五
行

10

〃

巻
下

三

一
頁
四
行

11

〃

一
七
七
頁
終
五
行

12

〃

一
七
七
頁
終
四
行

13

〃

一
七
七
頁
終

三
行

14

〃

一
七
九
頁
終

五
行

15

〃

一
七
九
頁
終

四
行

16

〃

一
七
九
頁
終

三
行

17

〃

巻

上

一
九

八
頁
終

三
行

18

〃

巻
下

四
七
頁

一
行

19

岩

波
文
庫
花

山
信
勝
校
訳
法
華
義
疏
下
巻
安
楽
行

品

一
三
〇
頁
終

五
行

20

四
天
王
寺
会
本
聖
徳

太
子
撰
維
摩

経
義
疏
巻

上

五
四
頁
終
五
行

21

〃

五
四
頁
八
行

22

大
修
館
書
店
発
行
諸
橋
轍

次
著
論

語

の
講
義

三
六
九
頁

23

四
天
王
寺
会
本
聖
徳
太
子
撰
維
摩

経
義
疏

巻
下

三

一
頁
二
行

24

大
修
館
書
店
発
行
諸
橋
轍
次
著
論
語

の
講
義

一
二
九
頁

以
上

(
寺
院

住
職
)

維
摩
経
義
疏

に
見
え
る
外

教
に

つ
い
て

(
渡
 
部
)
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